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	背景
	この遺伝子は、普遍的に発現する異種核リボ核タンパク質（hnRNP）のHNRPGサブファミリーに属します。hnRNPはRNA結合タンパク質であり、異種核RNA（hnRNA）と複合体を形成します。これらのタンパク質は核内のpre-mRNAと関連しており、pre-mRNAのプロセシングやmRNA代謝・輸送のその他の側面に影響を及ぼすと考えられています。すべてのhnRNPは核内に存在しますが、一部は核と細胞質の間を往復しているようです。hnRNPタンパク質はそれぞれ異なる核酸結合特性を持っています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、RNAに結合する2つのRRMドメインを有しています。この遺伝子はイントロンを持たず、プロセシングを受けたレトロポゾンに由来すると考えられています。しかし、多くのレトロポゾン由来遺伝子とは異なり、この遺伝子は擬遺伝子ではありません。コードされるタンパク質はHNRPGタンパク質およびRBMYタンパク質と類似しており、減数分裂前期におけるHNRPGタンパク質の機能を代替するか、生殖細胞特異的なスプライシング制御因子として作用することが示唆されている。この遺伝子は主に減数分裂精母細胞の核に局在する。この遺伝子は常染色体性男性不妊症の候補遺伝子である。
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	HeLa 細胞溶解物中の RBMXL2 発現のウェスタン ブロット解析。
	

	1:50希釈の抗体を使用した免疫沈降（IP）分析。（1:1K希釈のwb）

